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伝統を受け継ぐ式 

静修会 

第６０回卒業式  式辞  「希望の巡礼者」 （抜粋 ）  

フ ランシ スコの庭の木蓮の蕾が膨らみ 、小鳥たちのさ えず りが心地よ く 聞 こえ ます 。老司の高楼にある 、 こ こ福岡海星女子学院のキャンパスに春
がやっ て まい りま し た 。 こ のよき日に卒業生の巣立ちを迎え るこ とがで きまし たこ と を神のみ恵みに感謝いたし ます 。皆 さんは 、 このキャンパス
でどのよ うな出会いがあ りまし たか 。卒業にあた り 、 「 希望 」 についてお話し し まし ょ う 。  

 ２ ０ ２ ５ 年 、 カ ト リ ッ ク 教会では、 ２ ５年に一度 、 神様から特別なお恵みを賜る年 、 「 希望の聖年 」 で し た 。 １ ０月 、私たちは 、 「 聖フ ランシ
スコの集い 」 で 、 これについて学び まし た 。そ し て 、 聖年のテーマであっ た 「 希 望の巡礼者 」 と し て 、私たちにで きる こ とは何かと考え 、皆 さん
お一人おひ と りの 「 祈 り 」 が、奉納 されまし た 。聖年のロゴマー ク(左上)をご覧く だ さい 。 そ こには 、地球の四方から集まっ て きた全人類を象徴
し て 、 ４人の 「 希望の巡礼者 」が描かれ 、彼 らは抱き合っ ています 。そ し て 、先頭の人物は十字架をつかんでいます 。十字架の形を し た錨のマー
クが 、 し っ か り と荒波の中に降ろ されています 。人物の下に押し寄せる波は 、人生の旅がいつ も穏やかな歩みである とは限 らない こ と を示 してい
ます 。 ご承知の通 り 、錨は希望の比喩 とし て よ く 用いられ ます 。事実 、船乗 りの符牒では 、嵐の際に船を安定させ るため 、緊急発動するボー トに
よっ て投錨される予備の錨のこ とを 「 希望の錨 」 とい います 。  

では 「希望 」 とは何で し ょ うか 。 わた し たちは希望を「 良い ものへの願望 と期待」 と し て 、心の中に宿しています 。 と こ ろが 、人生には予測でき
ない こ とが起 こ ります 。わた し たちは 、昨年 １ ０月 、 終戦 ８ ０年 を迎えて 、 「 平 和語 り部 」 の方から 、お話をお聞きし まし た 。絶望 と、 孤独 、恐
怖の中で 、時を過ごし た人々の苦悩に思いを馳せまし た 。 ど うや っ た ら 、 この中で希望を抱 く こ とがで きたので し ょ うか 。 さ らに 、 １ ２月 、創立
記念宗教講演会では、 「 阪 神 ・淡路大震災 」 か ら ３ ０ 年を迎えて 、米津勝之 （ かつ し ） さ んに 、お話いただき ま し た 。自分だけが生き残っ た こ と
に罪悪感を覚えながら 、目の前で大切なお子さんを亡く さ れた米津 さん 、生 きて い く こ とが さぞ辛かっ た こ とで し ょ う 。 あの と き 、希 望はどこに
あっ たので し ょ うか 。 がれきの中から見つかっ た 、漢之 （ く に ゆき ） く んの ラン ド セル 、震災後に生まれた弟の凜 （ りん ） く んが 、背負 うこ とを
選び まし た 。 「 兄 ち ゃ んのラン ド セル僕がも ら う よ 。 だ っ て僕 らは兄弟だから 」 。 皆 さ んが心を込めて歌っ た 「兄 ち ゃ んのラ ン ド セル 」 の歌詞
が、心に響きます 。  

人生は、喜び と苦 しみが織りなす ものである とい う こ と を私たちは忘れてはな りません 。私たちに よい こ と ばかりが起 ります よ うに と 願 う 、計画
や見通しほど 、 あてにな ら ない ものはあ りません 。 「 希望 」は、「何が起こっても動じない、揺るぎない信仰に根ざすものでなければ、苦しみの
前で潰えてしまう」 と 、 第 ２ ６ ６代  教皇フ ランシ スコは語っ てお られます 。そ れだから 、苦難の中を通ると きに こそ 、 カ ト リ ッ ク校 を 、卒業す
る皆 さんに覚えておいてほし い こ とがあ ります 。それは 、あなた方の 「人生の主」 は 、 あなた自身ではないとい う こ とです 。皆 さんが３年間かけ
て学んだ 「天にお られる私たちの父 」 で ある とい う こ とです 。使徒パウロは 「希望は決してわたしたちを欺くことがありません。」 と 語っ ていま
す 。神様があなたがたお一人おひ と りのために立てられたご計画を信頼し 、 そ こ に 「希望 」 を抱 く もの とな っ て く だ さい 。  

先日の 「静修会 」 で 、みなさ んに ご紹介した 、 ２ ０ ２ ５年  聖年公式聖歌 「希望の巡礼者 」 を も う一度振 り返っ てみまし ょ う 。 希望の光  神 よ 
あなたに歌います 。尽 きぬいのちの泉 あなたを信じ ます 。神のこ とばは とも し び すべてのひ とを照 らす 散らされた人々は 、み子の下へ と集めら
れる 希望の光  神 よ あなたに歌います 尽きぬいのちの泉 あなたを信じ ます 神はすべてを見守 り 希望の朝をつげる 天地はあらたに され いのちの
霊に満ち溢れる 希望の光 神 よ あなたに歌います 尽きぬいのち泉 あなたを信じ ます 目を上げ 、 と も に歩も う 神は再び来られる 人 とな られたみ
子は 喜び と希望への道 

イエ ス ・ キ リス トは 、決 し て過去の方ではな く 、今 も 生きて 、私たちの中で働いてお られます 。私たちは 、 神様に愛されて 、 この時を、 この場で
生かされています 。そ し て、 学院の礎である 「愛を持っ て真理に向か う 」 とい う ス クールモ ッ トー の中に 、 あなたが 「希望 」 に生 きる、手段と方
向がはっ き り と示 されています 。卒業生の皆 さん 、 た とえ 、 この先 、 どんなに険し い道が続いて も 、大丈夫です 。希望の光  神があなた と共にお
られ ます 。そ し て 、 この ロゴマー クで 、 ４人の人物が象徴してい るよ うに 、世界中の隣人の手を携え 、 「友愛 」と「連帯 」 を も っ て 、 押し寄せる
波を越えながら 、進んで まい りま し ょ う 。 そ し て 、 「 希望」が、あなた方を通して、それを望む人たちに浸透していきますように。皆様の上に 、
神様の豊かな恵みがあ りますよ うに と祈 り 、私の式辞といた し ます 。  

 

令和８年３月２日  福岡海星女子学院高等学校  校長 古賀  誠子 

卒業式 

3月2日 （月 ） に卒業式が挙行され
まし た 。今回は 、記念すべき第60回
の卒業式で した 。厳かな雰囲気の中
に も温かさが溢れる海星ならではの
卒業式で した 。卒業生総代竜口真央
美さんの答辞の中に、 海星の宗教教
育を通して学んだ ことへの気付き 、
先生方への感謝 、そし て 、伝統ある
海星の第60回生とし ての誇 りがあふ
れていました 。  

 2月26日 （木 ） に伝統を受け継ぐ式が行
われました 。 この儀式は、卒業す る3年
生に対して在校生から感謝の言葉を 、 3
年生から在校生へ海星の伝統 とし て引き
継ぐ思いを言葉で伝えます 。第15期生徒
会長の山田彩紗さんから 、第 16期生徒会
長の西塔このみさんへ校旗と と もに想い
が伝承されました 。  

 こ の 3年間 、 よ り よ く 生きてい く 上で大切
な こ と を学んで きた3年生 。卒業を前に 、海
星で の日々 を振 り返 る 中で 、多 く の人々の
支えに よっ て今の自分があ る こ と に 感謝 し
ま し た 。 ま た これ か ら 海星 を巣立ち 、一人
ひ と りが新 し い生活 を 送 る中で も 、 い つ も
希望を持ち 、 そ し て周 り の人々に も希望 を
も た らす こ と ので き る 存在 となれ る よ う願
い求めまし た 。  

 今 ま で い た だ い た 多 く の 恵 み 、大 き な
力 、勇気に感謝す る静修会 とな りま し た 。  

 3年間の自分 と向 き合い 、 シ ス タ ーや先生
方のお話を通 し て自分の人生について考え
る機会 と な り ま し た 。 自分の弱 さ を認め 、
自分を愛 し て く れ た人た ち に愛で返せ る よ
う に な りた い で す 。海 星で学ぶ こ とがで き
て本当に良かっ たで す。 」 （ あ る生徒の感
想よ り ）  



  Schedule of events 
  

4/7 火 始業式 

4/8 水 第63回入学式 

4/17 金 
体力テスト 

身体測定 

4/24 金 
ルーツの旅 

平和の旅 

令和7年度 ユネスコスクール認定記念 探究発表会 コンプライアンス講演会 

2月14日 （土 ） に福岡海星女子学院高等学校  生徒
研修会が行われ まし た 。東京健康 リ ハビ リテ ー
シ ョ ン総合研究所所長で東京大学名誉教授の武藤

芳照先生が 「 か ら だ の 理
ことわり

 健やかで実りある人生
のために」と題して、からだに関する正しい知識が健康
や生命を大切にし、実りある人生に結びつくことをわか
りやすく教えてくださいました。 

「 な ぜ結婚指輪は左手の薬指にす るの？」 . . .武藤
先生の説明を覚えていますか？ 

 2月7日 （土 ） ・ 8日（ 日 ） に熊本県のナースパワーア
リー ナにて 「第 51回全日本バ トン ト ワー リ ング選手権
九州大会 」が行われまし た 。本校バ トン部 より 6名が出
場 し 、 3名が入賞いたし ま し たので 、 ご報告いた し ま
す 。  

1年B 組  益本  夏芽  ソ ロ ト ワール女子U -18部門  第7位 

2年C 組  森園  彩花  ソ ロス ト ラ ッ ト U -18部門   第10位 

3年B 組  益本  華稟  ス リーバ トン女子U -18部門  第2位 

1年B 組  益本  夏芽 ・ 3年B 組  益本  華稟  ペア  

              U -18部門  第4位 

 益本夏芽さん と益本華稟さんは 、 3月28日（ 土 ） ・ 29
日 （日 ） に大阪府で行われる 「 第 51回全日本バ ト ン ト
ワー リン グ選手権大会」 に出場し ます 。  

今後 と もバ ト ン 部の応援を よろ し く お 願いいた し ま
す 。  

 令和8年3月16日(月） に ユネ スコ ス クー ル認定記念探究発表会を実施 し まし た 。 1年生3グループ
(国際 ・ G 特進 ・進学 )、 2年生4グループ (国際 ・ G 特進 ・進学 ・ こ ど も ) 、 「 福岡から世界へ 」プ ロ
ジ ェ ク トの発表 、最後に 、鈴木綾先生(国際連合大学上級副学院長・ 国際連合事務次官補)が 「食か
ら考え る国際協力 」 と 題して研究内容をわかりやす く 説明し て く だ さい まし た 。生徒たちは メモ を
と りながら熱心に聞き入っていました 。  

バ トン部大会結果のお知らせ  


